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若狭湾沖の耕うんされた海底における

底生生物の観察

領家 ―呀‘I

1994 年811611. 海 底 腓 うん の 笥 畧を 調 蠢 するlj 的 で． 若枝 祠pllの恥 うん 海底{ 水 深144 －5a2

ml にお い て．｢ し んかい2000｣ に よる11怖i 蒭螽をliり た．

山 肖 底 に は人 きな世l琉はな くほ ぱ･14111であ る が， 小さ な穴 や窪 みが 数多くあ っ た.

!21 採眤地 点ご との 礁貿 分析 結果 か ら. COD と硫 化物 は 海底 か捐 うん され る こ とに よ･1 て

低･ド する 簡向 がみ られ た．

(3) ホ ッコ クアカ エビ 癶・ 亠& 郢 再s ｓのi 滄 浤 峻 は． 耕 うん海底 力g0,㈲が6/ml. 非 耕 うん

海 底 か0.01 哨!yｓ °と 叶 鄂 され た.

{･l} ズワ イガｘ Ｑ,・,ｌｇ ａｌ。opitio の ″|:息 鴨呶lj. 耕 うん 海底 が0.007 尾/ 齠1.JI･ 祷う ん海

底 か0.0021gy ｍsと;il･3Xされ た．

{51 水深5 闃 ｍ の 地心 で ズワ イガａ の 力
づプ
リ ンタ を確 認Ｌ た． こ!1 か 初産卵 に 伴 う ものか

否かｕ| 刄jらかに で き なか９ た．

キーワード：耕うん梅底．七鴉吶．カップIJンダ．ホ･,コクアカエピ，ズワイガエ

Observations  of Benthic Organisms  at

a  Tilled Seabed Site off Wakasa  Bay,

the Sea of Japan

Kazuhiro  RYOKE*2

ObservnlIons  of 1ku≪hie  organism's  wde  earned  on!  nsinj? "Shinkhi  201)0" h! a filled

called  site off  Wakasa  lis v. iht* Sc;i of  J≪*iwn. on  t> Ay ≪nsi. 1991,  io investigate  it≪c

effect  oj* llu' tillsjic.

11! The  sealx'd  w  .is nearly  flat wUh  ii<>≪icc|i s1≪ik＼ and  iliere weae  many  sniall holes

≪≪n<l hollows

(2)  COD  nod  total mi  I Ode  ol ihe  amid  ai each  sihuoh  were  analysed.  These  vulocs

teaidetl l*><lccline afiei ullage.

<3j Tlw  in≫i>u(a(i<>n <iei<*i(} of  imak  sinimy  liim/'iht^  itw*  ＼＼*> e.ilcnl≪ne<l at ulxml

m.uor  iiulivkUials.W  al a tilled vaticd  and  n.tuti i tads.'in' sal a wttiiled seabed  s≫Ik*

i 11 Thi>  pupula)ion  <leta≪il＼ of  >mn ＼ orab.  Clinunu  lift ＼ n/>i/n＼ w^sdlculausl  ai aJKmJ

ikhiT  iaids. 'an' at n ullcxl seabed  file, and  t≫.c≫i>2 uhU  '"v  ≪u a nniilled ≪val>e<l ≪iie-

＊l　hjl= 県 夲111 試 験 場

＊ ？ Ｆuktlil 叭･ｋ丶･U11･;,I I'isliorios I‘lxl)L'111111c111;11 813tiol･
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(5) A'  mala  snow  crab couple<J with a female was  observed  a t≫ depth o1500m.  U ≪ as

not  clear whether  trie female was  just before primary  sjtawnmg  or not.

Key  words : Tilled seabed. Wakasa  Bay. Coupling. shrimp.  Sno＼s crab

１．は じ め1二

底曳網辿,業は福＃Ｍの主裂な漁業であり．主にホッコ

クアカエビやズワイガ＝などの底魚を漁慢している．し

かし．近年これらのａ賭量が大韜に滅少していることか

ら，県では，コ冫クリート裝の魚礁を苡囚したり海底の

繕うんをiiうなど．これら資源の回復に努めてきた．

その効米を把握するため．Ⅲ水産試験増は調査船によ

る試験操業を実施しており．一定の効果が認められてい

る（擶并水試.1990 ）．また．『しんかい2000』による本

県沖合の港航を過去に２度（1990.1992 年）実施してお

I）.魚礁のaii 状況や耕ｉ ん海鹿の形状．及びホ･yコク

アカエピやズワイガニの生息密喫などを調査した｛飢家，

1991 :粕谷、1093)。

今回､耕うんによる効米の発災要因を調査する|､1的で、

1992年に引き続き綿うん海底に潜倣し。海底の形状や底

生生物の生息状況に関する知兄を得た。

２ ．材 科 及 び 方 法

199 がlis 月6 11 ， 『 し ん か い2coI 』 で 潜 航 調 査 を 行 っ

た 。 潜 航 地 点lj ， 福=jl囑りL 頭ｉ 川 河11 か らlt 西42kl ， 北

緯36 ’27’｡家14135*43' の 糾 う ん さ れ た 海 底 で あ る(Bl  1 >。

潜 航^  F1の21=lii に 「 ド ル フ ィ ン ３ Ｋ 」 に よ る 調 炎 を

実 施 Ｌ た 際 ，illjl が60cm 程 度 の エ ピ か ご に11rjlJの マ イ

ワ シ ＆ ｒdiI。・ffis meJanosii･ ｃ＆i を 入 れ て， 潜 航 予 定 海 底 に

敷 設 し た 。

調 査 は 水 深467m の 地 点 に 着 底 し た 後 ， 】993 午8 11j に

耕 ｉ ん さ れ た 海 底 か ら199 りlssII に 耕 う ん さ れ た 海 底

を 横 断 す る か た ち で3,270m を 航 走 し た 。そ の 後｡･liり述 の

エ ピ か ご 敷 設 地 心 へ 移 動 す る た め 。 海 底 か ら4m 程I 友浮

上 し て2.e70m を 齧μl し た 。･lliぴ 着 底 し た 肢 ， 妬 叫1 を 航

走 し た 地 点 で ヱピ か ご を 兇 見･1111収 し 。水 深500m の 地 点

で 陬 ま し た （Ｍ ２ ）。 着 底 し た 状 態 で 航 走 し た の は 合 計

図I　Mj 涓 冲 夕)摶 うん され た海 底

Fi 梵｡1 1j｡ ごMion ･,raLillcds （･ａｂｅ(l silo 011 W;lkas ぶ111ay･

tlltヽ S4･;。,（lalM11.

μ６

図 ２ 「 し ん か1･211011 」舛:t 値1.11置QI.lj9 は 着 底1. て い な い 航,l

を 示 す3.St. Ａ:1993fF 柵 う ん 海 底.SI.ll ；1992 年 紡 う ん

海 暖 ＳＩ,Ｃ：ｊ４●うん 海 底

Kir.  2  Track 1111c ，jr l’Sbillka1 20110 ’` ｛IXI,llcd line illdi･

ｃａｌｅｓlheilllcr ｖRlｓlll;lllk ｓtlbmel･si 】11e ｗ;ls ,1･･l in

ｓlnleying lhe ｓcal ｘ,d3 . Sl.A : Tilled in 199:l. SI.

Ｒ:Tilled  in l!J!12.SI. Ｃ : l;111111NI ｓヽahed.
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3,730m であリ．このll. 海底の彫状及びホッコクアカエ

ビやズワイガニなどを籤察してビデオに収鍬した．

また. 1993年耕うん海底(St-A: 水深169m} ，19詞￥耕

うん海雌【St.B;水深･H&m 】及びJﾄ耕゙うん海底(St.C; 水

深501m) の３地点で柱状採泥を行い．後｢|．羣水逓試鴟

場で分析した。

i怦航時間は５鴫=la12?分で，そのうち海雌での滞在時問

は４時||¶j25分であった．

３．結累及び考察

３，１　海底の澎状と底賀

海底には全般に大きな起伏はなくllぼ平面であるが，

小さな六や窪みか数多くあった．生物釦は.I叭純で．クモ

ヒトデ顴が艇占していた．耕うん跡は海底に柯本 ものス

ジをひいた様相で，深くてIIJllaな跡とi旻くて不明瞭な胯

か泌在していた．耕うん梭のll過軍歓によって耕ｉ ん罸

の形状が災なると予想したが，今1111の,祠在では1992年耕

うん胯 と1993jF耕うん將に 大きな遠いは麗められな

かった．

ａ 貿分析の結米は.COD と硫化物はともに非檮うん海

底より瞿うん海底の叭が吸く，さらにｃｏＤは耕うん扱

の琵過年歓か短い1993年耕ｉ ん海底の鹹かよ'j 低かっ

た．水産Jlj水基吊では, COD が20,11g/乾1Jdg以Iド．疏iﾋ

物が0.2mg/ 屹眤ｇＵ'ドであることが９ ましいとしてい

る． 眤って，今1111調査した海庭は3j 也点とも汚染されて

いないと刊|听されるが，耕うんされることによって庭賢

がより改浮されるこ とがうかがえた．なお．強熱i嵋;IUこ

は人きな差災は,唸められなかった．また．泥の上層と,ド

屑を比較すると．強熱減:aのみ|ご哂の鹹が低かｰ,たが．

それ以外は叫らかな傾li･lは,逕められなか９た{ μ日．

なお．｢Ｌんかい2000」のｓＴＤで訓sifした海底７)水濫

は0.228 ～0.45? ℃， 塩分は31.010 －34.160 であ った．

３． ２　 ホッコクアカエビの観桑

航走111，の ぞき窓から241jd の ホッコク アカエ ビを目

視 した．マヱピ ．レーダーに取り付け たスヶ一ルで計測

したところ，体長10 ～13cm の 大 型胴体か巾心 であった

ことから. お おむね５才以上の燬 であ・ たと考えられる．

のぞき窓からの目杖は兄落としの可健性があるので，

密度推定はビ デオに収 録され た馴体を劃一歙する 方法 で

行った.1993 年 耕 う ん 海底 か ら1992 年 耕 う ん 海底 を

3.270m 横 断 航走した1jlに.77 足 が収録されていた．カメ

ラの樫雰幅を3m と阪定すると．密度は0.00sji/ml であ

る．次に．エピ かごを|司収するため非耕うん海底を460m

飢 走 した|lllに ，22 尾 が取 録されていた．視 界帆は祠 匕と

すると，密度は0.016XIymi であ る．「しんかい200e 」で今

li］の 潜航地点に近い緋 うん海・ を調竃した粕谷（1993 ）

は ，耕うん海底を「ミソのあるところ」 とｒミソのない

ところ』に19 分 し．杖 界幅を3111 と仮定したうえで．それ

ぞれの密度 が0.053 尾/ml 、0.025 尾ym2 であ ったと報告

している．今lilは ミソの布無で区分せ ず膀うん海底全体

として扱ったので．納谷の調金結果を今Ilellと1111じ条 件で

再度lt 算 廴比較した．すなわち．納谷は鋳 うん海ａ を合

計2,633nl 航 走 し．延べ269j6 を確 認したのだから．耕う

ん海底全休の密度は0.034111y ｍ で゙ あ ったことになる．今

1111の帖 果は．これよりかな り低かった．

粕 谷は「ミソのあるところ」の密度が「ミソのないと

ころ」の韵21 ぬであったこ とや，「ミソのない ところ」で

もrl然 の躙ゐに生息していた馴・ か多かったことから．

耕うんによる海底の形状変化が ホ･yコ クアカエピに とっ

てμ い生息環境を６たらしていると推察してい る． 今1111】

の飼 食で も．耕うん跡や|･.|防の挧みに?11息 し ていた佃1夲

が多く兄･２けられたことから．俳うん海底の 方が寓度が

１ １　 底 質 分析 結 恥

Ｔ ａｂ】ｅ ｌ Ｓａｊｉｍ ｅｌｕ characteristics ａt ｅａｃｈ survey stalion.
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商 い と予 恕 し た か ， 結 果 は逆 で あ っ た ． ホ ー,コ タ ア カ ヱ

ピ の 生 息 条 陛 と し てlj. 梅 底 の 形 状 以 外 に 餌 生勧 のja か

爪 要 だ と考 え ら れ る ． し か し． ホ･ｙ コタ ア カ ヱピ の 主 な

餌 と 考 え ら れ る端 脚 顛 は ， 紡 う ん 海 底 に も非 鴣 う ん 沌 底

に ６ 多 数生 息 し てお り. 大 き な 違 い は 認 め られ な か っ た．

耕 う ん 海ａ の 方 が 密 度 が 低 か っ た 理 由 は 明 ら か で な い

か ． ホ ッ コ ク ア カ エピ のま 度に は か な り 濃 淡 が あ る の か

らＬ れ ない ． ズ ワ イメy二 に つい てlj ， 安 達 ６ 加3} か｢ し

ん か い2 闃e｣ に よ る 目 杖 計 数 結 果 を統 計 処 理 し た結 果 ，

襲 中 分ｉ す る と 報 告 し て い る． ま た． 山 崎099,1) は 力

ｘ か ご に よ る 採111結 果 か ら． ズ ワ イガ ニ か パ ッ チ秋 に 分

布 す る と 瓢 告 し てい る ． 今 回の 調 責 結 果 か ら ． ホ･，コ タ

ア カ エピ に つ い て もー 檬 な 分 布 を し ない 可 嶝 性 が 示 唆 さ

れ た ．

３ ． Ｓ　 ズ ワ イ ガ ニ の 観 粛

航 走･|･.295 尾 の ズ ワ イガ ニ を 目 倪 し た ，個 体 の 人 き さ

は 様 々 であ り ．||]幅 Ｓｃｍ 程 度 の もの か ら15cmiiij 謾 の も

の ま で が 温 右 し てい た ． ビ デ オ に 収 難 さ れ た 個 体 激 は 旛

う ん 梅 庭 で6? 尾 ． 鼻 糒 う ん 海 底 で311! の 合 計70jt! で あ

り ，曲 述 し た 力･法 で密 度 を 求 め る と ．韓 うん 海 膿 が11,01)7

尾 ／ｍ･ ． 非 耕 う ん 海 底 か0.e02j･!!y ｍ･ であ っ た ． 粕 谷{j 靦

産 巾 に 延 べ65 尼 を 鰺 認 Ｌ た と 鍬 台 し てい る こ と か ら． 韓

う ん 爾 唯 全体 と し て はC.0081/ml で あ っ た こ と に な り ．

今1111の 結 果 は こ の 叭 と ほ ぽ同 じ で あ っ た ．

1111畔 脚Iに 水 圏･II蠢 の200 －350m の 水 深 靨 に お い て ．羣

水 丿髮試 験 場 が 棚 径 ケ ーブ ル 無 人ll 水 援{ Ｕｎtｅther ｅｄ

Ｒｅｍｏtｅ}y Ｏｐｅrlled Vebjcle ； 以 ド ＵＲＯＶ と
■it!
す) を

ltlい て海 底 の 調 食を 行 っ た 結・ ， ズ ワ ４ ガ ニ の'li息 数 が

多 い 地 点 と 少 ない 地 点 に 人別 さ れ た． カ メ ラ の 倪 Ｗ幅 を

lm と 仮 定 し て 求 め た 在11 は.li･ 矜 が0.026 －0. 嵋4j6/

ml. 陂･肴が0 －a.letj!1yml と但 定 さ れ た( ぶ 発 ぷ) ． ズワ

イsy 二 の 雀 息 水 探 は お お む ね200 － 和Om と 扣;I;･さ11 て

い る こ とか ら{J6 ・.  1974). に お け る 密

IX は 相 対的 に 低い と 考 え られ る ． こ の た め ， 今1111求 め た

密 峻 か. ＵＲＯＶ に よ る 凋 慳 で求 め た ″IE息 戳 が 少 な い 地 点

朗11(と11114jj)1であ ９ た と 母え らj1 る．

ま た． 今II･|の榊 航III ズ ワ イガ ニ の|亂皮 逎 を 多 数 確 認 す

る と と らに ，|||ら の 覦 匐 がミ 巾 に な･J てい る 脱 皮MIII の

個 休 ら耀 漣 し た ぐ71111.2) 。lj･● g1971 】lは ． ズワ イ

ガ ＝ の 叩偈 峺li の 季陥ｔ 化４･ど か ら． 第 ７ 令ll 降|.j7 一一

1211 に 軋 戌 す る と 黻;I;･し てい る ． 夲|いill･む に お い て も.

1･illll･=朗に 叫 戊 の ヒ ー･夕を む か え る も の と 々 え ら れ る ．

さIljに ． 水 深:5Wm の 地 点 で 力･･jフ･リ ン グ1 夊Jdli 行

鉤 】 を 畩,４し た. これ は ， 碚.が４ か 鋏 啣 で 蹴 か 二のlp 躅

を胱み五いに向き枩うｊ１９ であ９．この糺 雌ガニ が甎

攻 廴て交jl す ることかil られ てぃる（ｗ・lｓｺal 匐啣 ．

今芦|繽 ＳＬたカップ11 ンク’は写真粮影されな かったか．

ビ デオに収jj された．しかし．ヵ・ プ リ冫ダ 廴てぃた雌

ガニか. ＩＳＩ卵liiの 郤10 令の 未成淬か政 昨かを外蝴から

刊IIIする ことはできなかった。al 卵 剤は初産卵が６－9

11｛今.1q ｓ1. 鰹・ 卵が３－１ 月（松浦.1931 ）と 懽耆

され てい るこ とから，畔期だけ を考曚 すると確 認した

カ ッブりンダlよ衵産卵に 伴うものであったと･Nlf さ れ

る． 廴か1.. 雌ガ ニは成塾段階別に ｀すみわけ’をして

£9.  ta&ft に 伴う交尾は2 躅－19011 の 水謀倡でiijl れ

ることcum ほ か.Iss ９. 交尼を鞜えた鑓 が＝は深ji へ

郤勁すること（今，19sg ）に 惑||え ． 産卵刔にcj 個 体・ が

あり貶瑚間にわたることを考えljlせ る と．雜認したヵ・

プ リンタが縋迦橢に作うものであっだ･r 能箆 もli め々

い。Ｔｚｙloｒel ・|.（19s９ は ．軽産卵li 仁 ６甕j6 す る雌

ガニがいると憮む 廴ているこ とから．本gil･ 合 に ６２Ｍ

ｇ 上女jf する雌が＝か存在するi･1儖性 かある．今･114り司

寶でlj， 水深54｝佃1 の 壇ぷでヵ・プ り冫 ダが行われてい

た事実を饂認Ｌたのみで．これが 肭産卵 こIM ものか経

産卵に・ う1,の かをiS 駈 することlj で きなかった．

３． ●　ヱt!か ごにｊ るtl集↓ａ

ヱ ピ か ご に は エフチａウ バ イBuecrnitm  stwiaiis-

汕jl徇岬 などの人!11巷Ｕ が多数1j･1?し ており．その翩 剛に

】ell!|掏籖のザラピクニ ン＆il 少,ｓｄ。1 噸ｄりｓ・・・ か遊

泳していた．ヱピかごをill収1. た 結え タナカ ゲ冫 ゲ

£Xa 亠s 仙sａ ｓf3j6. ザ ラビ ターン21 £ λ・ 巻ｕ60 詞

休が狐俑された．エピかごのS･l近 で 即|! の ホッコクアカ

エビか曜認されたが．採紬されなかった．

４．お わ り に

資祺［i?堙 を徽進するにあた-1 てlj. 泗 蠅 努J亅を削減す

る一方で.11 ぬjll●のjlE態的洳IM に＆ づ丶･たIS;艚・匐碵

月菫を議l 二るこ とが有効である．今･･|の,同賣に よって．

ホーy=lタフ カｘピlj・ みにIE 息 する6 們 が多いことか再

作Ｊ され．また．分jja ｔ がｰ･41 で ない ●r銓lｔがあるこ

とか1･Iら かにな-J た． ズワ４が冫につl･ てli， 夊jl!かlf

われる水濠!l 從 皋りぇられてぃた禰ａ よI亅ilい4S 螽 があ

ること. ＆1.くtt  2I>･11111夊ll!する 雌が存1:.するralil性

が轟るこ 七などか|･jら かに４--jた．

今|･||!Jら れ た成 米rj. こj1ら 渣キ1の 肌渚・州殖刔・ を

11遺 廴てぃくうぇ で，ａ滾々1151 とな る.

jl冫牋に.f21r 祠 黔sij令|･ll’.゙ な ’jし ま』及ぴ（Ｌ儿か

･･21110J ク）翕縺ｎ 各位に 寥＆な こ攴11を･l･j た こ 七を亠c



し．厚くお礼を申し上げる． また，象|査の籵画・実施に

あたっては,汨水産試驗場の村本昭市主任研究員（呪在：

搦農林水産部水産踝）に，底熨分析は搦水産試験鳩の岩

谷勞白磋究貝にご協力いただいた．併せてお礼を申し上

げる．
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町良２ 脱皮最111のズワイガニ

Pholo 2 Am 油i叩sEIQw ｃrab.
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